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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、8 世紀の官営銅生産遺跡で
ある長登銅山跡より出土した木簡群を主な
素材として、その正確な釈文を作成し、かつ
古代長門国に存在した官営銅生産工房の運
営システムの一端を具体的に明らかにする
ことにある。本研究では長登銅山跡出土の銅
関係木簡について、詳細に現物調査を行うこ
とにより、未読文字を可能な限り釈読し、記
載内容を確定することにつとめる。また、こ
れらの木簡が銅生産工房においていかなる
機能を持って使用されたかを知るために、①
飛鳥池遺跡出土木簡、②正倉院文書、③長屋
王家木簡を比較対象史料として取り扱い、古
代官営工房における製品生産と労働力編成
との相互有機的関連を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2007 年度は、長登銅山跡出土木簡に関す
る先行研究を批判的に検討し、公表されてい
る釈文に基づいて木簡群全体の性格に関す
る再検討を行った。また、比較対象史料とし
て正倉院文書を取り上げることとし、研究環
境を整えるために正倉院文書続々修写真版
の約半数を購入し、その整理と内容の検討を
行った。関連する研究成果として、春日離宮
付属の造酒官司と考えられる春日酒殿につ
いて、離宮推定地から出土した木簡を用いて
検討を加え、古代官営工房の存在形態の一端
を明らかにした。 
(2)2008 年度は、瓦の生産システムについて
考察し、古代官営工房に関する比較検討を行
った。河内国の鳥坂寺跡から出土した文字瓦
について新たな釈読案を見いだし、その瓦が
知識の寄進によるものであること、知識がサ

トを単位として編成されていることなどを
明らかにした。その結果、従来は自発的な信
仰集団と捉えられてきた知識について、律令
行政単位を基礎とする労働力編成の一手段
である可能性を指摘し、官営工房における労
働力編成の多様性の一端を明らかにするこ
とができた。また、正倉院文書続々修写真版
の残り半数を購入し、整理と検討を行った。 
(3)2009 年度は、長登銅山跡への現地出張を
行って木簡の実物観察および釈文の検討を
行い、その調査成果を元に論文を１編執筆し
た。この論文では、古代長登銅山における労
働力編成の法制的位置づけについて、労働力
編成が雇役制によって行われていたことを
明らかにした。また、雇役制が年単位の国家
予算編成を前提として国家が計画的に労働
力の配分を行うための制度であることに着
目し、銅生産に関わる労働力の投入を年単位
で計画的に行うことにより、銭貨の発行量を
国家が自由に調整することを目的として、雇
役制が採銅事業に導入されたのではないか
と推定した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
長登銅山跡での現地調査および木簡実物調
査は、自治体合併に伴う現地機関の体制変更
により 2007・2008 年度には行うことができ
ず、2009 年度に実施したが、出張実施に先
立って既存の研究成果や史料の検討によっ
て研究を進めるための時間が十分にあった
ため、出張後に迅速に研究成果論文を執筆・
公表することができた（2010 年 2 月刊行）。
また、比較対象史料のうち、正倉院文書写真
版については 2008 年度までに購入および整
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理を完了した。その他の史料についても内容
検討が進んでおり、関係する論文も数編執
筆・公表することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
木簡所蔵機関である美祢市教育委員会への
出張を追加して行い、現地において出土木簡
の調査を行なう。既存の釈読記録、発掘調査
時の記録と木簡現物とを照合し、かつ現状の
墨書文字残存状況などをチェックし、これま
での調査結果もふまえて最終的な釈読案を
固める。また、これまで長登銅山跡および周
辺の現地踏査を行い、主に古代銅山稼働期の
製錬作業現場と事務管理施設の現地比定、古
道の調査による銅の積み出しルートの探索
並行して行ってきたが、そうした成果をふま
えて長門国採銅所の実態に関する復元案を
まとめる。さらに、昨年度まで行ってきた正
倉院文書、飛鳥池遺跡出土木簡、長屋王家木
簡と長登銅山跡出土木簡群との比較検討成
果を古代官営工房論としてまとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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